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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期

第２四半期累計期間
第10期

第２四半期累計期間
第９期

会計期間
自平成22年４月１日
至平成22年９月30日　

自平成23年４月１日
至平成23年９月30日　

自平成22年４月１日
至平成23年３月31日　

営業収入（千円） 2,628,287 2,792,155 5,220,365

経常利益（千円） 249,068 313,316 512,588

四半期（当期）純利益（千円） 129,075 168,180 376,655

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－  － －

資本金（千円） 304,375 304,375 304,375

発行済株式総数（株） 113,300 113,300 113,300

純資産額（千円） 1,241,946 1,548,255 1,489,526

総資産額（千円） 3,117,297 2,918,518 2,893,495

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
1,174.24 1,533.87 3,430.88

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － －

１株当たり配当額（円） － － 1,000

自己資本比率（％） 39.8 53.0 51.5

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
319,369 210,046 588,410

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△80,173 △5,472 △134,767

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△660,242 △207,991 △951,342

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（千円）
378,885 298,814 302,232

　

回次
第９期

第２四半期会計期間
第10期

第２四半期会計期間

会計期間
自平成22年７月１日
至平成22年９月30日

自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 466.62 585.12

　(注)１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

　　　　　ては記載しておりません。

      ２．営業収入には、消費税等は含まれておりません。

　　　３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

　　　４．第９期第２四半期累計期間及び第９期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜

　　　　　在株式が存在しないため記載しておりません。また、第10期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり

　　　　　四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２【事業の内容】

  当第２四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について重要な変更はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　     当第２四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

　　 た事業等のリスクについての重要な変更はありません。　

　

２【経営上の重要な契約等】

    　 当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。
      
(1）業績の状況

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響により依然として厳しい景気情勢のうちに推

移いたしましたが、サプライチェーン立て直しにより、当期間の後半に至って生産、輸出の持ち直しから、次第に景

気立ち直りの動きが現れ始めました。しかしながら一方、急激な円高の進行、電力供給の制約問題や原子力災害の影

響に加え、欧州の深刻な信用不安を背景とする世界的株安と米欧経済減速の波及による海外景気のかげりが予見さ

れることに伴い、景気の下振れリスクが懸念される状況下にあります。

一方、介護業界においては、24時間対応の訪問介護・看護サービスの導入を主眼とする改正介護保険法（平成24

年度施行）が６月に成立いたしました。また、高齢者が安心して生活できる住まいの確保を目的として、「サービス

付き高齢者向け住宅」の創設を盛り込んだ「高齢者住まい法」の改正が４月に成立いたしました。ただ、平成24年

度の介護報酬改定の行方については、介護職員処遇改善給付金の存廃問題とも併せて、厳しい財政事情のもと依然

として予断を許さぬ状況にあります。

この間にあって、高齢社会の進行に伴う介護ニーズの増大を背景として、介護市場は着実な成長の基調を持続し

ておりますが、今後の市場成長を見越しての新規参入の増加に伴い、競合激化の傾向が強まりつつあります。

このような状況のもと、当社は制度改正の主旨を踏まえて、社会の多様なニーズに対応できる事業変革に取り組

むとともに、介護保険法の基本精神に立脚して、介護を要する高齢者の「尊厳の保持」を肝に銘じつつ、ご利用者と

の心の「つながり」と「安全・安心」を特に重視したサービスの提供により、ご利用者及びご家族のご満足と信頼

をさらに増進することを通じて、介護サービスの商品としての品質向上を図ることに努力いたしました。また、東日

本大震災で被災されたご利用者の受入れにも注力いたしました。同時に、前期に積み残した業績の速やかな回復と

いう課題を、当事業年度においてその必達を期して取り組んでおります。

この間、現存施設の稼働率の向上を優先課題として引続き施設新設を抑制する方針で臨んでおります関係上、当

第２四半期累計期間における新規施設開設はありません。この結果、当第２四半期末において79箇所の直営デイ

サービスセンターを展開しております。

　フランチャイズ事業においては、当第２四半期末におけるフランチャイズによるデイサービスセンターは２箇所

にとどまっておりますが、新たに９月から、小規模デイサービスの全国展開に向けてのフランチャイズ加盟店の募

集を開始いたしました。

　

　以上の結果、当第２四半期累計期間における営業収入は、2,792,155千円（前年同期比6.2％増）、営業利益272,279

千円（前年同期比21.2％増）、経常利益313,316千円（前年同期比25.8％増）、四半期純利益168,180千円（前年同

期比30.3％増）となりました。

　

当第２四半期累計期間のセグメントの業績は次のとおりであります。

（通所介護事業）

  　通所介護事業においては、現存施設の稼働率の稼働率の向上を優先課題として施設新設を抑制する方針で臨ん

  でおり、当第２四半期累計期間におきましては新規施設開設はありません。

　  以上の結果、当事業の営業収入は2,789,278千円（前年同期比6.3％増）となりました。　
　　
（フランチャイズ事業）

　  フランチャイズ事業においては、平成23年９月30日現在において２箇所のフランチャイズによるデイサービス

  センターを展開しております。当第２四半期累計期間におきましては、既存のフランチャイズ施設の業績は順調

  に推移したものの、前第２四半期に比しフランチャイズ施設が減少しているため、前年同期比では営業収入は減

少しております。

　　以上の結果、当事業の営業収入は2,876千円（前年同期比47.5％減）となりました。
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（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、298,814千円となりまし

た。なお、当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー)

　営業活動の結果獲得した資金は、210,046千円（前年同期比109,323千円減）となりました。

  これは主に、税引前四半期純利益が311,516千円の計上と、法人税等の支払額113,931千円によるものであります
　 　　
（投資活動によるキャッシュ・フロー）

  投資活動の結果使用した資金は、5,472千円（前年同期比74,700千円減）となりました。

  これは主に、本社事務スペース拡充に伴う賃貸借の敷金の支払額4,365千円によるものであります。
　　　
（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、207,991千円（前年同期比452,251千円減）となりました。

  これは主に、配当金の支払額109,645千円、社債の償還による支払額58,700千円、長期借入金の返済による支払

額24,618千円、コミットメントライン手数料の支払額7,449千円等により資金が減少した結果によるものでありま

す。

    

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社が事業上及び財務上の対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

　該当事項はありません。

 

(5）資本の財源及び資金の流動性についての分析

  当社の財務状況は、当第２四半期会計期間末における純資産比率が53.0％、有利子負債比率が23.5％と健全な状

態を確保しております。さらに、当社は、事業の円滑な推進及び企業価値向上に向けた積極的な諸施策の実行、並び

に大災害等の有事への万全の備えを使途とする機動的かつ安定的な資金調達を目的として、取引銀行７行と総額10

億円のコミットメントライン契約を、また１行と２億円の当座貸越契約をそれぞれ締結しております。うち、当第２

四半期末において、前者については９億円、後者については２億円の余裕枠を残し、十分な流動性を保有しておりま

す。

　

(6）当社の課題と今後の方針について

 上記のとおり、前期に積み残した業績の速やかな回復という課題を、当事業年度においてその必達を期するとと

もに、行政・制度の改正の方向性を踏まえつつ、高齢社会における多様なニーズに機動的に対応した事業変革の推

進を通じて、高齢社会のインフラとしての機能を果たすべく、その体制整備に取り組んでまいる所存であります。

　また、経営目標の達成を阻害するリスクの発生及びその影響を最小化することを目標として、継続的に「内部統

制」の充実・強化を推進し、「業務の適正を確保する体制」を整備・運用してまいります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000

計 400,000

 

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成23年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年11月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 113,300 113,300
大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（グロース）　

（注）

計 113,300 113,300 ― ―

　 （注） 完全議決権株式であり、権利内容に何ら限定のない当社における標準となる株式であります。

          当社は単元株制度を採用しておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　　

　

（４）【ライツプランの内容】

       　　 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年７月１日～

平成23年９月30日
－ 113,300 － 304,375 － 254,375

 

（６）【大株主の状況】

 平成23年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

 山根　洋一  東京都中央区 98,257 86.72

 株式会社やまねメディカル  東京都中央区八重洲二丁目２番１号 3,655 3.23

 株式会社中国銀行  岡山市北区丸の内１丁目15番20号 1,500 1.32

 中銀投資事業組合３号  岡山市北区丸の内１丁目14番17号 1,490 1.32

 株式会社三井住友銀行  東京都千代田区有楽町１丁目１番２号 1,000 0.88

 藤森　映路  横浜市保土ヶ谷区 479 0.42

 山田　裕一  横浜市都筑区 392 0.35

 堀江　豊　  福井県小浜市 300 0.26

 浅野　譲二  千葉県茂原市 292 0.26

 やまねメディカル従業員持株会  東京都中央区八重洲二丁目２番１号 246 0.22

計 － 107,611 94.98
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（７）【議決権の状況】
　　　　
①【発行済株式】

 平成23年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式（自己株式等） ― ― ―

議決権制限株式（その他） ― ― ―

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式  　3,655　 ―
権利内容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

完全議決権株式（その他） 普通株式  109,645 109,645同上

単元未満株式 ― ― ―

発行済株式総数 113,300 ― ―

総株主の議決権 ― 109,645 ―

 

②【自己株式等】

 平成23年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社やまねメ

ディカル

東京都中央区八重

洲二丁目２番１号
3,655 ― 3,655 3.23

計 ― 3,655 ― 3,655 3.23

 

 

２【役員の状況】

　　 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

　

　     役員の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役 ― 取締役 経理財務部長  秋田和美　 平成23年８月16日
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成23年７月１日から平成23年

９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 

 

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成23年３月31日)

当第２四半期会計期間
(平成23年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 302,232 298,814

営業未収入金 869,103 954,830

その他 200,479 189,878

貸倒引当金 △4,778 △7,336

流動資産合計 1,367,037 1,436,187

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 992,603 956,039

その他（純額） 94,157 86,814

有形固定資産合計 1,086,761 1,042,854

無形固定資産 6,475 6,408

投資その他の資産

敷金及び保証金 375,755 380,281

その他 57,465 52,786

投資その他の資産合計 433,221 433,068

固定資産合計 1,526,457 1,482,331

資産合計 2,893,495 2,918,518

負債の部

流動負債

短期借入金 100,000 100,000

1年内償還予定の社債 117,400 417,400

1年内返済予定の長期借入金 33,018 16,800

未払金 298,838 315,572

未払法人税等 120,863 148,000

賞与引当金 46,204 50,016

その他 61,384 64,251

流動負債合計 777,709 1,112,040

固定負債

社債 455,200 96,500

長期借入金 16,400 8,000

退職給付引当金 － 540

資産除去債務 112,029 113,313

その他 42,630 39,869

固定負債合計 626,259 258,223

負債合計 1,403,968 1,370,263

純資産の部

株主資本

資本金 304,375 304,375

資本剰余金 254,375 254,375

利益剰余金 1,050,814 1,109,350

自己株式 △120,038 △120,038

株主資本合計 1,489,526 1,548,062

新株予約権 － 192

純資産合計 1,489,526 1,548,255

負債純資産合計 2,893,495 2,918,518

EDINET提出書類

株式会社やまねメディカル(E05596)

四半期報告書

 8/15



（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業収入 2,628,287 2,792,155

営業原価 2,136,946 2,197,660

営業総利益 491,341 594,495

販売費及び一般管理費 ※1
 266,640

※1
 322,215

営業利益 224,700 272,279

営業外収益

受取利息 103 33

受取手数料 590 414

処遇改善交付金 49,281 50,965

雑収入 2,601 373

営業外収益合計 52,577 51,786

営業外費用

支払利息 8,620 4,307

コミットメントライン手数料 15,000 4,366

雑損失 4,589 2,077

営業外費用合計 28,209 10,750

経常利益 249,068 313,316

特別利益

貸倒引当金戻入額 478 －

特別利益合計 478 －

特別損失

固定資産除却損 307 1,799

損害賠償金 82 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 19,494 －

特別損失合計 19,884 1,799

税引前四半期純利益 229,663 311,516

法人税、住民税及び事業税 88,000 140,753

法人税等調整額 12,587 2,581

法人税等合計 100,587 143,335

四半期純利益 129,075 168,180
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 229,663 311,516

減価償却費 59,844 53,532

長期前払費用償却額 7,651 8,113

株式報酬費用 － 192

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 540

貸倒引当金の増減額（△は減少） △713 2,557

賞与引当金の増減額（△は減少） 2,481 3,811

受取利息 △103 △33

支払利息 8,620 4,307

支払保証料 1,901 1,648

コミットメントライン手数料 15,000 4,366

有形固定資産除却損 307 1,799

損害賠償損失 82 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 19,494 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,500 △85,727

その他の流動資産の増減額（△は増加） △111 △734

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,279 21,615

その他の固定負債の増減額（△は減少） 1,333 726

小計 346,672 328,233

利息の受取額 103 33

利息の支払額 △7,461 △4,241

返還金の支払額 △75,427 －

移転費用の支払額 － △46

損害賠償金の支払額 △82 －

法人税等の還付額 59,215 －

法人税等の支払額 △3,650 △113,931

営業活動によるキャッシュ・フロー 319,369 210,046

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △56,584 △2,357

無形固定資産の取得による支出 △3,430 △1,123

敷金の差入による支出 △9,967 △4,732

敷金の回収による収入 308 11,206

長期前払費用の取得による支出 △10,500 △4,596

その他 － △3,869

投資活動によるキャッシュ・フロー △80,173 △5,472

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △400,000 －

長期借入金の返済による支出 △47,665 △24,618

社債の償還による支出 △58,700 △58,700

リース債務の返済による支出 △7,615 △7,578

コミットメントライン手数料の支払額 △21,000 △7,449

自己株式の取得による支出 △15,160 －

配当金の支払額 △110,102 △109,645

財務活動によるキャッシュ・フロー △660,242 △207,991

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △421,046 △3,417

現金及び現金同等物の期首残高 799,931 302,232

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 378,885

※1
 298,814
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【会計方針の変更等】

　　　該当事項はありません。　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　該当事項はありません。

　

【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正に

関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

 (退職給付引当金）

　従業員の退職給付に備えるため、当第２四半期会計期間末日における退職給付債務の見込額に基づき計上しておりま

す。

　退職給付引当金は、第１四半期会計期間より退職金規程を新たに整備することとなったため、営業原価並びに販売費及

び一般管理費に、引当金を計上しております。

　この結果、従来の方法と比較して営業利益、経常利益及び税引前四半期純利益がそれぞれ540千円減少しております。　

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

※１　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は

次のとおりであります。

減価償却費 2,530 千円

賞与引当金繰入額 5,777 

給料 91,208 

租税公課 56,664 

減価償却費 2,365 千円

賞与引当金繰入額 7,095 

給料 115,553 

租税公課 54,376 

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　　　照表に掲記されている科目の金額との関係

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

　　　照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成22年９月30日現在） （平成23年９月30日現在）

  現金及び預金勘定 378,885 千円

  現金及び現金同等物 378,885 

 

  現金及び預金勘定 298,814 千円

  現金及び現金同等物 298,814 
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）

1. 配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月18日
定時株主総会

普通株式 110,102 1,000 平成22年３月31日 平成22年６月21日利益剰余金

 
2. 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな
  るもの

 　 該当事項はありません。
　

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自平成23年４月１日　至平成23年９月30日）

1. 配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月17日
定時株主総会

普通株式 109,645 1,000 平成23年３月31日 平成23年６月20日利益剰余金

 
2. 基準日が当第２四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期会計期間末後とな
   るもの

     該当事項はありません。　

　

（持分法損益等）

　　　　該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

　　　　前第２四半期累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自平成23年

　　　　４月１日　至平成23年９月30日）

　　　　【セグメント情報】

　　　　　　当社の報告セグメントは、「通所介護事業」及び「フランチャイズ事業」の２つを報告セグメントとしてお

　　　　　ります。

　　　　　　なお、「フランチャイズ事業」の相対的割合が非常に低く、セグメント情報の重要性が乏しいため、セグメ

　　　　　ント情報の記載を省略しております。　

　

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 1,174円24銭 1,533円87銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（千円） 129,075 168,180

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 129,075 168,180

普通株式の期中平均株式数（株） 109,923 109,645

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

　

－　

平成22年６月18日定時株主総会

決議に基づく平成23年４月15日

取締役会決議によるストックオ

プション　　　　　　　　　（新株予約

権数　176個）　　

　　（注）潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

　　　　　記載しておりません。　

　

（重要な後発事象）

　　　　該当事項はありません。

 

２【その他】
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　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成23年11月７日

株式会社  やまねメディカル

取 締 役 会　 御 中
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員　　
 公認会計士 佐藤　陽子　　印

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 奥見　正浩　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社やまねメ

ディカルの平成23年４月１日から平成24年３月31日までの第10期事業年度の第２四半期会計期間（平成23年７月１日から

平成23年９月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成23年４月１日から平成23年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　

四半期財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に表示

するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を

表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期

レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分

析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる

監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社やまねメディカルの平成23年９月30日現在の財政状態並びに同日をもっ

て終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がす

べての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

 

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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